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現
在
、
国
で
は
30
年
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
見
通
し
と
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
所
で
は
東
日

本
大
震
災
直
後
に
、
30
年
ま
で
の
産
業
構
造
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展

望
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
２
年
余
り
の
間
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
を

巡
る
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
需
給
見
通
し
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
議
論
の
土
台
と
な
る
た
め
、
継
続
的
な
見
直
し
が
不
可
欠
で

あ
る
。
大
震
災
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

前
提
条
件
の
再
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
30
年
ま

で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展
望
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

　

１
．
需
給
見
直
し
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

　

ま
ず
１
点
目
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
降
の
経
済
成
長
戦
略
を
織
り

込
ん
だ
経
済
・
産
業
構
造
の
見
通
し
で
あ
る
。
標
準
ケ
ー
ス
で
は
、

人
口
減
少
の
下
で
も
、
労
働
力
の
減
少
を
補
う
投
資
が
行
わ
れ
る
こ

と
で
一
定
の
生
産
性
上
昇
を
実
現
し
、
１
ド
ル
１
１
０
円
の
為
替
水

準
と
緩
や
か
な
物
価
上
昇
の
も
と
で
、
12
年
か
ら
30
年
ま
で
の
平
均

で
1.0
％
の
経
済
成
長
が
実
現
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
財
政
バ
ラ

ン
ス
の
指
標
で
あ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
は
30
年
ま
で

に
は
達
成
が
難
し
く
、
円
安
や
世
界
経
済
の
高
成
長
を
想
定
し
た
年

率
1.6
％
の
高
成
長
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
そ
の
黒
字
化
が
可

能
と
な
る
。

　

２
点
目
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
シ
ナ
リ
オ
の
見
直
し

で
あ
る
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
が
開
始
さ
れ
た
12
年
７
月
以
降
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
を
中
心
に
太
陽
光
発
電
の
導
入
量
が
急
増
し
て
い
る
。
朝
野

[

２
０
１
５]

（
Ｐ
８
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
仮
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
設
備
認
定

が
14
年
度
で
終
了
す
る
と
い
う
極
端
な
想
定
（
太
陽
光
発
電
の
接
続

可
能
量
が
設
定
さ
れ
た
電
力
７
社
で
は
、
こ
れ
を
超
過
し
た
接
続
は
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行
わ
な
い
、
そ
れ
以
外
の
東
京
、
中
部
、
関
西
の
３
電
力
で
は
、
13

年
度
の
認
定
量
と
同
量
が
14
年
度
に
認
定
・
導
入
さ
れ
る
）
の
場
合
、

そ
の
賦
課
金
負
担
は
23
年
に
2.6
兆
円
で
ピ
ー
ク
と
な
り
、
30
年
ま
で

の
累
積
で
は
53
兆
円
の
負
担
と
な
る
。
こ
の
と
き
の
賦
課
金
単
価
は
、

２
・
96
円
／
kWh
に
達
し
、
電
気
料
金
を
通
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
展
望
の
標
準
ケ
ー
ス
で
は
、
15
年
３

月
上
旬
現
在
で
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
小
委
員
会
で
想
定

し
て
い
る
再
エ
ネ
導
入
量
に
関
す
る
議
論
を
参
考
に
想
定
し
た
。
太

陽
光
、
風
力
発
電
量
は
、
電
力
各
社
の
接
続
可
能
量
を
参
考
に
そ
れ

ぞ
れ
30
年
時
点
の
発
電
量
と
し
て
、
７
０
０
億
kWh
、
１
１
０
億
kWh
と

想
定
し
た
。
最
大
限
の
再
エ
ネ
導
入
を
見
込
ん
だ
ケ
ー
ス
「
原
子
力

0
％
、
再
エ
ネ
30
％
」
で
は
、
30
年
の
太
陽
光
、
風
力
発
電
量
は
そ

れ
ぞ
れ
１
２
６
０
億
kWh
、
２
４
０
億
kWh
を
想
定
し
た
。

　

３
点
目
は
省
エ
ネ
・
節
電
の
見
通
し
で
あ
る
。
30
年
ま
で
の
省
エ

ネ
で
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
業
務
・
家
庭
部
門
に

お
け
る
省
エ
ネ
で
あ
る
。
両
部
門
で
は
、
90
年
代
か
ら
00
年
代
前
半

に
か
け
て
、
床
面
積
、
世
帯
当
た
り
で
み
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
原
単

位
の
上
昇
（
増
エ
ネ
）
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
00
年
代
後
半
以

降
の
原
単
位
に
は
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
期
間
の
原

単
位
の
改
善
（
省
エ
ネ
）
に
は
、
同
期
間
に
起
き
た
、
過
去
2
度
の

石
油
危
機
時
に
匹
敵
す
る
原
油
価
格
高
騰
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
高
騰
が
影
響
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
業
務
・
家
庭
部

門
に
お
い
て
、
今
後
も
同
程
度
の
原
単
位
改
善
ペ
ー
ス
を
期
待
す
る

こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
が
、
00
年
代
後
半
以
降
と
同
ペ
ー
ス
で

上
昇
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
現
実
的
で
は

な
い
。

　

最
後
の
４
点
目
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
見
通
し
で
あ
る
。
国
際
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原
油
価
格
は
、
14
年
秋
以
降
、
急
落
し
て
い
る
。
本
報
告
書
で
前

提
と
し
て
い
る
原
油
価
格
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
14
年
版W

o
r
l
d
 
E
n
e
r
g
y
 

O
u
t
l
o
o
k

のN
e
w
 
P
o
l
i
c
i
e
s
 
S
c
e
n
a
r
i
o

に
お
け
る
想
定
値
を
基

に
し
て
い
る
。
最
近
の
原
油
価
格
の
低
下
は
一
時
的
な
調
整
で
あ
り
、

新
興
国
の
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
た
世
界
需
要
の
増
加
を
前
提
と
し

た
長
期
的
な
価
格
上
昇
が
続
く
と
す
る
シ
ナ
リ
オ
は
、
こ
こ
数
年
来

の
見
方
と
変
更
な
い
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
想
定
を
基
に
、
日
本
の
原
油
輸
入

Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
を
試
算
す
る
と
、
30
年
に
１
バ
レ
ル
１
６
８
ド
ル
と
な

る
。
鈍
化
傾
向
が
見
え
る
中
国
の
経
済
成
長
の
着
地
点
、
米
国
で
始

ま
っ
た
シ
ェ
ー
ル
革
命
や
地
政
学
要
因
の
行
方
な
ど
様
々
な
不
確
定

要
因
が
あ
る
中
で
は
、
代
替
的
な
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
燃
料
価
格
低
ケ
ー
ス
と
し
て
、
30
年
の
輸
入
Ｃ
Ｉ

Ｆ
価
格
を
バ
レ
ル
当
た
り
１
０
９
ド
ル
を
想
定
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｅ

Ｉ
Ａ
／
Ｄ
Ｏ
Ｅ
（
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
局
）
の
15

年
版A

n
n
u
a
l
 
E
n
e
r
g
y
 
O
u
t
l
o
o
k

の
低
価
格
シ
ナ
リ
オ
よ
り
若
干

高
め
の
水
準
（
13
年
実
質
価
格
で
５
ド
ル
程
度
）
に
相
当
す
る
。

　

２
．
展
望
結
果

　

以
下
で
は
、
日
本
経
済
・
産
業
構
造
に
つ
い
て
の
３
つ
の
シ
ナ
リ

オ
に
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
展
望
の
試
算
結
果
（
本
分
析
は
、

10
年
度
改
訂
版
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
統
計
に
準
拠
し
て
い
る
）
を
紹

介
す
る
。
表
１
は
、
以
上
の
４
つ
の
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
想
定
し
た
、

標
準
ケ
ー
ス
で
の
主
な
前
提
条
件
で
あ
る
。
原
子
力
発
電
量
に
つ
い

て
は
、
先
出
の
Ｉ
Ｅ
Ａ
のN

e
w
 
P
o
l
i
c
i
e
s
 
S
c
e
n
a
r
i
o

を
基
に
想

定
し
て
い
る
。

　

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
計
は
、
12
～
30
年
度
間
の
平
均
で
年
率

0.1
％
の
減
少
と
な
る
。
マ
ク
ロ
の
省
エ
ネ
指
標
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
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国
内
供
給
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
原
単
位
の

伸
び
率
は
、
標
準
ケ
ー
ス
で
は

産
業
構
造
の
変
化
や
着
実
な
省

エ
ネ
が
進
む
こ
と
か
ら
、
12
～

30
年
度
の
展
望
期
間
で
は
、
平

均
で
年
率
1.1
％
の
低
下
を
続
け

る
。
ち
な
み
に
00
～
10
年
度
平

均
で
0.9
％
、
東
日
本
大
震
災
を

含
む
00
～
12
年
度
間
平
均
で
は

1.4
％
の
低
下
で
あ
っ
た
。

　

最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、

12
～
30
年
度
の
平
均
で
年
率
0.3
％
の
減
少
を
続
け
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
別
で
は
、
産
業
用
需
要
の
減
少
を
反
映
し
て
、
石
油
・
石
炭
な
ど

の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が
減
少
す
る
一
方
で
、
家
庭
、
業
務
用
を

中
心
に
電
力
、
都
市
ガ
ス
の
需
要
は
増
加
を
続
け
る
。

　

こ
の
う
ち
総
電
力
需
要
は
、
12
～
30
年
度
平
均
で
、
年
率
0.6
％
の

増
加
と
な
る
。
系
統
需
要
は
年
率
0.4
％
の
伸
び
に
留
ま
る
が
、
自
家

発
は
年
率
3.6
％
で
増
加
を
続
け
る
。
総
発
電
量
に
占
め
る
産
業
、
業

務
部
門
で
の
コ
ジ
ェ
ネ
と
家
庭
用
燃
料
電
池
を
含
む
自
家
発
合
計
の

シ
ェ
ア
は
、
30
年
度
で
は
9.5
％
で
あ
る
。
な
お
、
10
年
版
総
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
統
計
で
は
、
コ
ジ
ェ
ネ
の
全
量
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
コ
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
発
電
量
は
、

新
規
に
追
加
さ
れ
る
発
電
量
の
増
分
に
相
当
し
、
実
績
期
間
で
の
導

入
量
は
含
ま
な
い
。
電
力
需
要
と
経
済
成
長
率
の
関
係
を
み
る
た
め

に
、
電
力
需
要
の
伸
び
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
で
除
し
た
電
力
需
要
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
弾
性
値
を
求
め
る
と
、
標
準
ケ
ー
ス
で
は
、
展
望
期
間
の
平
均

で
0.6
と
な
る
。
展
望
期
間
に
お
い
て
産
業
構
造
変
化
を
織
り
込
ん
で
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い
る
こ
と
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
弾
性
値
が
1
を
下
回
る
理
由
の
１
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
、
経
済
が
プ
ラ
ス
成
長
を
す
れ
ば
電
力
需
要
は
増

加
す
る
と
い
う
関
係
は
、
展
望
期
間
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。

　

表
２
で
代
替
シ
ナ
リ
オ
の
結
果
に
つ

い
て
み
て
み
た
い
。
12
～
30
年
度
間
の

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
と
最
終
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
伸
び
率
は
、
と
も
に
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
の
に
対
し
、
総
電
力

需
要
の
伸
び
率
は
、
い
ず
れ
の
ケ
ー

ス
で
も
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る
。
期
間

中
の
変
化
率
は
、
標
準
ケ
ー
ス
を
挟
ん

で
、
世
界
経
済
の
好
転
と
円
安
の
も
と

で
の
高
成
長
ケ
ー
ス
で
は
プ
ラ
ス
0.4
％

ポ
イ
ン
ト
、
世
界
経
済
の
停
滞
と
円
高

の
も
と
で
の
低
成
長
ケ
ー
ス
で
は
マ
イ

ナ
ス
0.4
％
ポ
イ
ン
ト
の
幅
と
な
る
。
高

成
長
ケ
ー
ス
と
低
成
長
ケ
ー
ス
を
比
較

す
る
と
、
30
年
時
点
の
総
電
力
需
要
は

１
４
０
０
億
kWh
の
差
が
生
じ
る
。
ま

た
、
燃
料
価
格
低
ケ
ー
ス
と
標
準
ケ
ー

ス
を
比
較
す
る
と
、
30
年
時
点
で
の
総

電
力
需
要
の
差
は
、
５
５
９
億
kWh
と
な

る
。
特
に
産
業
部
門
に
お
い
て
、
経
済

シ
ナ
リ
オ
の
差
異
に
よ
る
需
要
の
変
動

幅
が
大
き
い
。
仮
に
、
経
済
成
長
率
の

シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
幅
の
１
４
０
０
億
kWh

に
、
燃
料
価
格
シ
ナ
リ
オ
に
よ
る
幅
の
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５
５
９
億
kWh
を
単
純
に
加
算
す
る
と
、
30
年
時
点
で
の
電
力
需
要
の

予
測
値
の
変
動
幅
は
最
大
で
１
９
５
９
億
kWh
と
な
る
。
こ
れ
は
、
標

準
ケ
ー
ス
の
電
力
需
要
の
約
２
割
分
に
匹
敵
す
る
。
CO2
排
出
削
減
目

標
の
議
論
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
シ
ナ
リ
オ
間
の
幅
（
不
確
実
性
）

に
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

３
．
ま
と
め

　

図
１
は
、
本
展
望
の
各
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
、
30
年
時
点
で
の
CO2

排
出
量
と
電
気
料
金
負
担
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
２
軸
で
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
電
気
料
金
負
担
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
系
統
電
力
需
要

に
電
灯
電
力
総
合
単
価
を
乗
じ
た
値
を
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
除
し
て
求
め

た
、
モ
デ
ル
試
算
値
で
あ
る
。
例
え
ば
10
年
に
は
3.1
％
で
あ
っ
た
同

値
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
シ
フ
ト
、
持
続
的
な
燃
料
価
格
の
上
昇
、

緩
や
か
な
円
安
に
加
え
再
エ
ネ
の
導
入
拡
大
に
よ
る
電
気
料
金
上
昇

の
影
響
か
ら
、
30
年
に
は
標
準
ケ
ー

ス
で
４
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

　

図
1
の
各
代
替
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

み
る
と
、
低
成
長
ケ
ー
ス
で
は
、
05

年
比
で
20
％
を
超
え
る
CO2
排
出
量
の

削
減
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
年

率
0.5
％
の
低
い
経
済
成
長
を
甘
受
す

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
円
高
と
世
界
経
済

の
停
滞
を
想
定
し
た
経
済
シ
ナ
リ

オ
で
あ
る
た
め
、
輸
出
の
伸
び
が
低

く
、
製
造
業
の
生
産
は
大
き
く
落
ち

込
み
、
産
業
構
造
の
サ
ー
ビ
ス
化
が
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進
む
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ

て
、
仮
に
現
在
の
産
業
構
造
の
下
で
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
の
で

あ
れ
ば
、
0.5
％
成
長
で
あ
っ
て
も
こ
れ
だ
け
の
CO2
排
出
量
の
削
減
は

困
難
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
低
下
す
る
た

め
、
低
い
経
済
成
長
の
下
で
も
電
気
料
金
の
負
担
感
は
減
ら
な
い
。

　

燃
料
価
格
の
低
下
は
、
電
気
料
金
の
負
担
を
低
下
さ
せ
る
一
方
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
需
要
の
増
加
か
ら
05
年
比
の
CO2
排
出
量
を
7.0
％

ポ
イ
ン
ト
増
加
さ
せ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
30
年
時
点
で
仮
に
再
エ
ネ

比
率
を
30
％
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
原
子
力
の
稼
働

が
な
け
れ
ば
、
電
気
料
金
負
担
の
上
昇
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
4.3
％
ま
で

上
昇
し
、
05
年
比
の
CO2
排
出
量
も
２
％
ポ
イ
ン
ト
増
加
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、
経
済
・
環
境
の
い
ず
れ
の
面
か
ら
も
望
ま
し
い
選
択
肢
と
は

言
え
な
い
。
経
済
の
成
熟
化
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
伸
び
が
頭
打
ち

に
な
っ
て
も
、
経
済
成
長
を
続
け
る
限
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
シ

フ
ト
が
進
む
の
は
、
世
界
的
に
見
て
も
確
実
な
潮
流
で
あ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
CO2
排
出
量
削
減
目
標
の
議
論

に
お
い
て
は
、
理
念
先
行
的
に
極
端
な
省
エ
ネ
や
節
電
を
織
り
込
む

の
で
は
な
く
、
現
実
に
即
し
て
描
か
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
像
を
基

に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。　
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